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Stata+α 

putexcel を使って推定結果をエクセルに出力する 

putexcel には様々な機能がありますが、今回は Stata の回帰分析の推定結果をエクセルに

出力します。 

Stata での回帰分析の結果 

エクセルへの出力結果の例

準備 

エクセルまたはワードファイルが出力されますので、作業フォルダの変更を行います。

メインメニューからファイル/作業フォルダの変更、を選択します。

今回は、例として、ローカルディスク C:の stata/test フォルダを指定します。コマンド

操作では以下のようになります。Stata ウィンドウの左下の表示が、C:\stata\test、とな

っていることを確認します。 

. cd C:¥stata¥test 

準備 

nhanes2.dtaを例に、変数 sizplaceに対して変数 ageと sexで回帰分析を行った結果を

 _cons  4.976162  .1103018  45.11  0.000  4.759949  5.192375

 sex  -.0872963  .0523214 -1.67  0.095  -.1898563  .0152637

 age  .0067795  .0015178  4.47  0.000  .0038043  .0097547

 sizplace  Coef.  Std. Err.  t  P>|t|  [95% Conf. Interval]
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エクセルに出力します。推定結果の表は r(table)という行列で保存されますので、matlist

r(table)コマンドで、得られた出力結果の一覧を表示させます。

. use http://www.stata-press.com/data/r12/nhanes2.dta, clear 

. regress sizplace age sex 

. matlist r(table) 

この r(table)には回帰係数 b から eform までの 9 種類の数値が含まれますが、今回は回

帰係数から信頼区間までの 6 種類を出力するため、matrixコマンドを使用します。下記 2

行目で行列の変形をしたら、matlist resultsで確認します。 

. matrix results = r(table) 

. matrix results = results[1..6,1...] 

. matlist results 

エクセルに書き込む準備

この結果をエクセルに出力するために、まずmywesults.xslxを出力先として宣言します。

そして、エクセル内の A1 セルから results として保存されている行列と、names に保存

されている変数名を書き込みます。ここでは、表示する数値の桁数を制限するためのオプシ

ョンを使用します（後述）。 

. putexcel set myresults.xlsx, replace 

. putexcel A1 = matrix(results), names nformat(number_d2) 

以下のように、エクセルシート単位で出力先を指定することもできます。 

. putexcel set myresults.xlsx, sheet(example1) replace 

. putexcel set myresults.xlsx, sheet(example2) modify 
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平均値の出力結果 

さらに、putexcelでは出力時のフォントなどを調整することもできます。以下のコマンド

では、セル B2 から D7 に入力されている回帰係数をはじめとした数値をボールド体に変更

し、セル A1 から D1 の変数名を中央揃えにして、セル下に変数名と数値を隔てる縦線を引

きます。さらに A1 から A7セルを右揃えに変更し、セルの右に横線を引きます。 

. putexcel B2:D7, bold 

. putexcel A1:D1, right border(bottom) 

. putexcel A1:A7, hcenter border(right) 

出力結果 

エクセルに表示される桁数の変更

また、オプション nformat()により、表示される数値の桁数を変更することもできます。

たとえば、小数点以下 2 桁にする場合、nformat(“#.##”)、または nformat(number_d2)

と書くこともできます。 
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outreg2 で推定結果をワードに出力 

outreg2 は、margins のような推定後コマンドと同様に、最後に行った推定結果を出力す

る ado ファイルです。前述の putexcelとは異なり、直前の分析結果を書き出すため、改め

て結果を指定する必要はありません。インストールにはインターネットに接続している必

要があります。 

準備 

まず、outreg2をインストールします。今回は auto.dtaを利用します。 

. ssc install outreg2 

. sysuse auto, clear 

ワードへ出力

変数 priceに対して mpgで回帰分析を行い、その結果を作業中のフォルダに myreg.doc と

いう名前で保存します。ここでは、ctitle オプションを利用して回帰係数の列に、Model 

1 というタイトルを挿入します。さらに、label オプションで変数のラベルを出力します。 

. regress price mpg 

. outreg2 using myreg.doc, replace ctitle(Model 1) label 

出力されたワードファイルは以下のようになります。観測数、決定係数、有意水準、切片は

自動的に書き出されます。()内は各標準誤差を示します。 

次に、先のモデルに独立変数 rep78を加えて回帰を行い、model 2 として出力します。append

オプションで、以前のワードファイルに、新しいモデルで行った推定を書き加えることもで

きます。 

. regress price mpg rep78 
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. outreg2 using myreg.doc, append ctitle(Model 2) label 

出力結果 

estout を使った推定結果の出力 

estout はコマンド estiamtes store または est sto で保存した推定結果を表として、

Stata の結果ウィンドウをテキスト形式で出力する ado ファイルです。保存した複数の分析

結果を、一度に出力できます。outreg2と同じく、インストールにはインターネットに接続

している必要があります。 

準備 

サンプルデータセットを用意します。ここでは、回帰を実行する間に、auto.dtaを replace

コマンドで加工します。

. sysuse auto 

. replace price = price / 1000 

. replace weight = weight / 1000 

回帰分析を実行します。ここでは、quietlyオプションを使って、推定結果を表示しないよ

うにしています。estimates storeコマンドで、分析で得られた結果を m1 という名前で

保存します。さらに、ここでは titleオプションで Model 1 とタイトルを設定します。 

. quietly regress price weight mpg 

. estimates store m1, title(Model 1) 

変数 foreign と mpg を掛け合わせた、新しい変数 forXmpg を作成します。この forXmpg

と変数 foreignを加えて、再び回帰分析を行います。上と同じように、quietlyオプショ
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ンを使い、結果を m2 という名前で保存します。

. generate forXmpg = foreign * mpg 

. quietly regress price weight mpg forXmpg foreign 

. estimates store m2, title(Model 2) 

推定結果の出力 

estout で、保存した推定結果 m1 と m2 を結果ウィンドウに表示します。回帰係数と切片

のみが表示されます。 

. estout m1 m2 

出力結果 

using を使って作業フォルダにテキストファイルとして出力します。ここでは出力する対

象を*として、ワイルドカードを使うことで、m1 m2 と入力する手間を省きます。出力され

た example.txt はタブ区切りですので、エクセルなどのスプレッドシートを使用するプログ

ラムで開くことができます。

. estout * using example.txt 

style オプションで tex を指定し、TeX 用のスクリプトを表示させることもできます。表

示されたスクリプトをコピーして、TeX エディタに貼り付けて使用できます。 

. estout *, style(tex) varlabels(_conx ¥_cons) 

TeX 形式の出力結果 

_cons  1.946068 -14.44958

foreign  11.24033

forXmpg  -.3072165

mpg  -.0495122  .2631875

weight  1.746559  4.613589

 b  b

 m1  m2
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変数のラベルを出力結果に加えて、より論文に掲載する形式に近づけることもできます。以

下では、まず cells オプションで回帰係数の書式を指定します。ここでは有意水準を示す

星の表示と、標準誤差を追加表示します。さらに stats オプションで決定係数と観測数も

表示します。legendオプションは、表の下に有意水準のしきい値を、labelオプションで

変数名の代わりにラベルを、それぞれ表示します。 

. estout *, cells(b(star fmt(%9.3f)) se(par)) stats(r2_a N, 

fmt(%9.3f %9.0g) labels(R-squared)) legend label collabels(none) 

varlabels(_cons Constant) 

出力結果 

今回は、Stata で分析した結果を他のファイルに出力する 3 つのコマンドを紹介しました。

putexcel は推定結果をエクセル、outreg2 はワード、estout ではテキストファイルにそれぞ

れ出力します。 

 \_cons  &   1.946068& -14.44958\\

 foreign  &   &   11.24033\\

 forXmpg  &   &  -.3072165\\

 mpg  &  -.0495122&   .2631875\\

 weight  &   1.746559&   4.613589\\

 &   b&   b\\

 &   m1&   m2\\

* p<0.05, ** p<0.01, *** p<0.001

N  74  74 

R-squared  0.273  0.526 

 (3.597)  (4.426) 

Constant  1.946 -14.450**

 (2.752) 

Car type  11.240***

 (0.109) 

forXmpg -0.307**

 (0.086)  (0.111) 

Mileage (mpg) -0.050  0.263* 

 (0.641)  (0.725) 

Weight (lbs.)  1.747**  4.614***

 Model 1  Model 2 
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